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熱核融合炉実現のためには、ダイバータ板へ流入

する熱流束の低減が重要な課題であり、非接触プラ

ズマの形成[1]は有効な解決案であるとされている。

しかし非接触プラズマの物理的な解釈はいまだ不十

分な点が多く、将来の熱核融合炉の設計・制御のた

めに、SOL、ダイバータ領域を含めたシミュレーシ

ョンコードが数多く開発されてきた。しかし、大規

模なシミュレーションにおいては物理モデルの精度

が不十分な可能性があり、実機を対象とした非接触

プラズマの定量的な再現には至っていない。一方、

直線型実験装置を対象としたシミュレーションを行

うことで、各種計測データとの比較が容易になり、

物理モデル精度の検証にも有効であると考えられる。 

 本研究では放電の再現性が高く、計測装置が豊富

なNAGDIS-II[2]の実験結果と、それを模擬した多流

体LINDAコード[3][4]の比較検証を行うことで、非接

触プラズマ形成に寄与する物理過程の解明を進めて

いる。シミュレーションでは水素プラズマを対象と

し、H+, H2
+, H3

+を流体として扱う。H, H2は空間一様分

布とし、原子分子過程を含めたシミュレーションを

行った。 

 図1, 2にH原子密度を変化させたときのH+, H2
+, 

H3
+密度分布及び電子、イオン温度分布を示す。境界

条件として、上流境界には電子温度5 eV, イオン温

度0.5 eV, 電子密度1019 m−3, H+密度6 × 1018 m−3,  

H2
+密度2 × 1018m−3, H3

+密度2 × 1018 m−3を与え、H2

分子密度は7.5 × 1020 m−3とした。H原子密度を2 ×

1018 m−3, 8 × 1018 m−3 と変化させたところ 8 ×

1018 m−3 では非接触プラズマに見られるようなH+

密度の一時的な上昇及びイオン温度の低下がみられ

た。発表ではこれらの現象のより詳細な解析結果に

ついて述べる。 

 

 
図1 軸上1次元空間密度分布 

(a)nH = 2 × 1018 m−3 (b) nH = 8 × 1018 m−3 

 
 

図1 軸上1次元空間温度分布 

(a)nH = 2 × 1018 m−3 (b) nH = 8 × 1018 m−3 
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